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10月 13日(火）午前10時から
場所は「日本共産党羽村市委員
会」事務所です。弁護士が相談に
あたります。予約必要

中原まさゆき　 電話　554-1163
市川　えい子　電話　554-1140
鈴木　たくや 電話 080-1058-9450

　９月定例議会では平成２０年度羽村市一般会計・特別会計決算の審査が行われました。
　討論では、一般会計を中原議員、国民健康保険会計、後期高齢者医療会計を鈴木議員、羽村
駅西口区画整理会計を市川議員がそれぞれ、日本共産党を代表して認定に反対の討論を行いま
した。いずれも、共産党、市民ネット、世論の反対、新政会、公明党、民主党などの賛成多数
で認定されました。一般会計決算に対する中原議員の反対討論の要旨をお知らせします。
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　平成２０年度はアメリカ発の金融危機が日本社会を襲い、市民生活が厳しくなった。こ
のようなとき、市民に最も身近な行政として、羽村市政は市民の福祉と暮らしを守る役割
をしっかり果たす必要がある。 平成20年度は羽村駅西口土地区画整理事業会計に一般会計
から２億7724万円繰り出した。法人税収入が大幅に落ち込む中で、羽村市は総額355億円
の羽村駅西口区画整理を強行しようとしている。このまま事業を進めると、市財政はもと
より市民生活にも大きな影響を与える。私たちは、この事業を一時停止し、住民参加でま
ちづくりの根本について見直す。そして、住民合意の上で、必要最小限の整備を考えてい
くべきだと考える。
　保育については、待機児解消とが大きな課題であり、羽村市は、もともとの計画で平成
20年度に羽村市立東保育園の増築でゼロ歳児の定員拡大をやる計画だったのにしなかった。
保育園に入りたくても入れない子がたくさんいる。市は、認定こども園がふえ待機児の解
消が期待されるというが、認定こども園は保育料が４万円とか５万円という高い額で、
パートで働きに出ている親にとって、とてもそれだけの保育料を払えるものではない。市
として公立保育園の増築・増設による定員増、私立保育園の増築・増設への援助を考える
べき。私立幼稚園は保育料が２万円以上、なかには他の費用も含めて毎月３万円かかる幼

　羽村市の緑地がどんどん減り続けており、区画整理に大きなお金を使うよりも、むしろ
生産緑地で出ているものについて市が積極的に買い上げていくべきである。
　日本共産党市議団は２０年度予算が提案されたとき、予算修正案を提出した。これは羽
村駅西口区画整理につぎこむお金を削り、家庭福祉員等保育料補助の創設、私立幼稚園保
護者負担軽減補助金の増額、中学校修学旅行補助金増額、高校入学奨学金の増額など子育
て支援を中心に、ゆきとどいた教育のために、少人数学級の実施、学習サポーターの配
置、さらに障害者福祉の充実、コミュニティ推進と地域集会施設の有効活用のために、管
理人派遣などの内容。平成２０年度予算をもとに市政運営が行われてきたが、私たちは、
市民アンケートや直接の対話を通じ、私たちの予算修正案が市民のみなさんの願いにか
なっていたことを確信した。
　以上　平成２０年度は一般会計において　羽村駅西口区画整理に　２億7724万円も繰
り出し、住民合意のない事業を強引にすすめる一方、子育ての経済的負担の軽減、保育
園、学童保育の充実、教育の充実など市民の願いに応える財政運営がされなかったことか
ら、一般会計決算の認定に反対である。

法人税が大幅に落ち込んでいるのに　西口区画整理に巨費を投じ
子育て支援など市民の願いに応えなかった平成２０年度決算に反対しました

共：日本共産党（中原、市川、鈴木）　ネ：市民ネットワーク「いきいき広場」（門間）
世：世論（山崎）　民：民主党（馳平、大塚）　21：羽村21（水野）　
羽：羽村クラブ（中根） 公：公明党（露木、石居、西川）　風：新しい風（小宮）　
新：新政会市民クラブ（舩木、瀧島、濱中、橋本、川崎）

稚園もあり、私立幼稚園保護者負担軽減補助をふやしてほしいという要求は切実。
　教育について、教育委員会は小中一貫教育を進めようとしているが、それよりも、
これまで行われた２学期制について再検討すべきであるし、行き届いた教育のために
も、少人数学級こそ実施すべきである。

陳情に対する各会派の態度陳情に対する各会派の態度陳情に対する各会派の態度陳情に対する各会派の態度陳情に対する各会派の態度  　　　　　　○：賛成　×：反対　△：趣旨採択

「「「「「介介介介介護護護護護保保保保保険険険険険ににににに関関関関関すすすすするるるるる陳陳陳陳陳情情情情情書書書書書」」」」」　　　　　自民・公明・民主などにより不採択に
　西多摩社会保障推進協議会、三多摩健康友の会多摩川支部から出されていた下の内容
の陳情は鈴木たくや議員が採択すべきと討論しましたが、不採択となりました。
１、軽度要介護者に対する利用限度額に上乗せ措置を。２、都の「生計困難者に対する
利用者負担額軽減事業」を、市の助成でより利用しやすいものに。３、地域住民との交
流や散歩を含む外出介助に関して保険者として積極的にケアプラン算定を認めて。

議　　案 共 ネ 世 民 21 羽 公 風 新
介護保険に関する陳情書 ○ ○ ○ × × ○ × × ×

「西口区画整理事業に適用する、判り難い『基準地積決定準
則』」に関する陳情 ○ ○ ○ × × × × × ×

羽村市富士見霊園条例の（使用料）第8条ただし書「………第2
霊園及び第3霊園の使用料は、無料とする。」の部分の削除及
び同条例の（適用除外）第19条の廃止及び削除を求める陳情書

○ ○ ○ × △ × × × ×


